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　子どもたちが、将来、地域社会の一員として選挙
に参加するなど、主体的に社会に貢献できる人材と
して成長するため、学校教育の体系に主権者教育
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　自治体 DX の推進に向け、行政手続等に係る利便性
の向上や行政運営の効率化等を目的に、申請等の行政
手続のオンライン化、電子化等を行うことを可能とする
ために必要な事項を定めるもの。

　令和６年第４回定例会は、１１月２６日から１２月２０日までの２５日間の会期で開催し、合計２６件の
市長提出議案、請願及び議会提出案件を審議しました。ここでは、主な議案を抜粋して紹介します。

（提出議案等の一覧は８ページに掲載）

議案第 62 号　
柏原市立男女共同参画センター条例の制定について条例

PickUp
　柏原市立男女共同参画センターがアゼリア柏原６階
へ移転することに伴い、より幅広い活動に使用できる
施設とするため、条例の全部を改正するもの。

議案第 63 号　
柏原市情報通信技術を活用した行政の推進に関す
る条例の制定について

条例
PickUp

議案第 69 号　
令和６年度柏原市一般会計補正予算（第７号）

補正予算

PickUp

　公共施設等再編整備基本計画に基づく施設整備
に必要な委託料や工事請負費を計上するもの。

公共施設等再編整備事業 １２億２,２２５万円

都市計画調査事務事業 ３００万円
　スマートインターチェンジの新規事業化に必要な
事業計画書等の作成等を行うための費用を計上する
もの。

主な議案を PICK UP

令和６年第４回定例会令和６年第４回定例会令和６年第４回定例会

問　
11
月
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
業
務
を
社
会
実

験
と
し
て
始
め
ら
れ
た
が
、
実
施
状
況
を
問
う
。

答　
堅
上
地
域
の
交
通
空
白
地
に
お
い
て
実
施
し
て
お

り
、
運
行
ル
ー
ト
は
、
本
堂
地
区
、
雁
多
尾
畑
地
区
の
一

部
及
び
横
尾
地
区
か
ら
JR
高
井
田
駅
及
び
近
鉄
河
内
国
分

駅
を
結
び
、
運
行
日
と
時
間
帯
は
平
日
9
時
～
17
時
、
前

日
ま
で
の
事
前
予
約
制
で
料
金
は
無
料
で
あ
る
。

問　
本
社
会
実
験
を
含
む
公
共
交
通
の
今
後
の
展
開
は
。

答　
今
年
度
末
を
目
途
に
と
り
ま
と
め
た
運
行
計
画
に

対
す
る
ダ
イ
ヤ
を
決
め
て
周
知
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
を
実
施
し
て
、
修
正
の
上
、
最
終
案
を
決
定
し
た
後
、

新
ル
ー
ト
と
新
ダ
イ
ヤ
を
お
示
し
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
高
齢
者
の
免
許
自
主
返
納
促
進
や
路
線
バ
ス

事
業
者
の
撤
退
と
い
っ
た
問
題
が
、
全
国
的
に
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い

る
背
景
を
踏
ま
え
、

柏
原
市
全
体
の
公

共
交
通
政
策
の
取

組
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
の
現
状
を
問
う
。

答　
現
在
、
中
河
内
圏
域
で
あ
る
八
尾
市
の
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
本
市
児
童
の
受
入
れ
枠
を
確
保
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
の
障
害
児
相
談
支
援
事
業
の
委
託
先
で

あ
る
社
会
福
祉
法
人
に
て
、
中
核
機
能
を
果
た
す
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備
し

て
い
る
。

問　
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

答　
療
育
教
室
を
実
施
す
る
予
定
で
設
計
等
を
進
め
て

い
る
こ
と
か
ら
現
段
階
で
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、
ニ
ー

ズ
や
市
内
事
業
所
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

要
望　
八
尾
市
で
の
受
入
れ
枠
確
保
や
費
用
負
担
の
課

題
を
踏
ま
え
、
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る

よ
う
に
、
本
市
独
自
の

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
設
置
に
向
け
、
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

乗合タクシー（近鉄河内国分駅）
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乗合タクシーの社会実験の実施状況について

児童発達支援センター 設置実現に向けて

市議会だより 2025.02



問　
な
ぜ
サ
ン
ヒ
ル
を
再
編
整
備
集
約
先
に
選
ぶ
の
か
。

答　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
等
の
貸

館
機
能
や
ス
キ
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
事
業
実
施
の
た
め
の
十

分
な
床
面
積
が
確
保
で
き
、
柏
原
・
堅
上
・
国
分
地
域
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
本
市
の
中
心
に
位
置
す
る
場
所
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
遊
休
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
観
点

か
ら
、
サ
ン
ヒ
ル
柏
原
に
各
施
設
の
機
能
を
集
約
す
る
こ

と
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

要
望
等　
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
乗
せ
て
自
転
車
で

行
く
の
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
場
所
と
い
え
る
の
か
、
子

育
て
支
援
施
設
だ
け
で
も
市
街
地
の
便
利
な
場
所
で
で
き

な
い
の
か
、
12
億
円
と
い
う
大
き
な
改
修
費
を
抑
え
る
こ

と
は
難
し
い
の
か
、
中
心
市
街
地
に
人
を
集
め
る
「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
考

え
方
と
し
て
ど
う
な
の

か
、
市
民
目
線
、
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
た
と
き
、

サ
ン
ヒ
ル
の
立
地
は
非

常
に
課
題
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

問　
現
在
、
実
証
実
験
中
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場

所
は
ど
の
よ
う
に
設
定
し
た
の
か
を
問
う
。

答　
住
民
が
分
か
り
や
す
く
安
全
に
乗
降
で
き
る
よ
う
、

集
会
所
や
集
荷
場
、
市
立
柏
原
病
院
送
迎
バ
ス
の
乗
降
場

所
付
近
等
、
合
計
12
か
所
に
設
置
し
た
。
な
お
、
案
内
資

料
を
回
覧
板
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
広
報
か
し
わ
ら

11
月
号
配
布
に
併
せ
、
対
象
地
区
の
各
家
庭
に
配
布
し
た
。

問　
今
後
の
移
動
支
援
の
可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
に
て
、
買
い
物
や
通

院
等
の
日
常
の
移
動
に
関
す
る
要
望
が
種
々
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
。
そ
の
手
法
と
し
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
有

効
性
を
今
後
も
継
続
し
て
検
証
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
地
元
の
要
望
と
し
て
7
年
前
か
ら
訴
え
て
き
た

今
回
の
実
証
実
験
の
取

組
に
は
大
変
感
謝
し
て

い
る
。
今
後
は
、
他
の

山
間
部
や
交
通
空
白
地

以
外
で
も
実
証
実
験
を

行
い
、
本
運
行
の
運
び

と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

問　
来
年
か
ら
公
共
施
設
各
所
で
再
編
整
備
に
よ
る
工

事
等
が
始
ま
る
が
、
貸
室
利
用
者
に
支
障
は
な
い
の
か
。

答　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
、
市
民

プ
ラ
ザ
の
貸
館
機
能
を
（
仮
称
）
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

集
約
し
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
移
転
し
て
幅
広
い

活
動
に
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
で
、
再
編
関
連
施
設
が
使

い
や
す
く
快
適
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
団
体
登
録
が
不
要
で
一
般
向
け
に
貸
出
し
可
能
な

リ
ビ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
や
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
等
は
、
来
年
、

工
事
や
移
転
で
使
え
な
く
な
る
。
代
わ
り
に
、か
し
わ
ら
っ

子
は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
、
庁
舎
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
貸
出
し
で
き
る
か
。

答　
施
設
ご
と
の
事
情
に
よ
り
現
状
は
困
難
で
あ
る
。

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
た
い
。

要
望　
一
時
的
な
利

用
を
可
能
と
す
る
こ
と

や
特
例
を
設
け
る
な
ど
、

何
か
方
策
を
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

かしわらっ子はぐくみセンター
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サンヒル柏原に１２億円を投入！

公共施設の柔軟な活用について

乗合タクシーの本格運行の早期実現を !!

３ 市議会だより 2025.02



出典：国立成育医療研究センター

問　
近
隣
自
治
体
と
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て
問
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　
柏
原
市
、
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
の
３
市
で
広
域

連
携
会
議
を
行
い
、
観
光
施
策
や
環
境
施
策
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
堺
市
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
し
た
連
携
企
画
と
し
て
、
本
市
か
ら
堺
市
の
大
仙
公

園
ま
で
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

問　
近
隣
自
治
体
と
連
携
す
る
に
あ
た
り
、
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
問
う
。

答　
広
域
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
誘
客
効
果
の
最
大

化
や
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
共
同
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
各

市
の
負
担
軽
減
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
費
用
の
最

小
化
等
に
つ
い
て
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
事
務
や
経
費
の
効
率

化
に
加
え
、
観
光
や
健
康

づ
く
り
等
、
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
に
よ
り
事
業

効
果
の
増
大
が
期
待
で

き
る
分
野
も
あ
る
。
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
先

の
検
討
を
要
望
す
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
ま
で
、
近
隣

県
の
事
例
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
事
業
期
間
に
な
る
の
か
。

答　
新
規
事
業
化
後
、
事
業
着
手
か
ら
開
通
ま
で
の
期

間
は
５
年
間
と
、
近
畿
地
方
整
備
局
よ
り
伺
っ
て
い
る
。

問　
入
口
は
円
明
町
付
近
と
伺
っ
て
い
る
が
、
石
川
沿

い
の
市
道
の
交
通
安
全
対
策
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　
現
状
の
対
策
と
課
題
抽
出
、
対
策
案
の
検
討
に
つ

い
て
府
等
と
協
議
を
行
う
予
備
設
計
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

問　
出
口
は
旭
ヶ
丘
付
近
と
伺
っ
て
い
る
が
、
河
内
国

分
駅
周
辺
に
通
じ
る
こ
と
で
の
渋
滞
対
策
を
問
う
。

答　
都
市
計
画
道
路
田
辺
旭
ヶ
丘
線
が
東
西
を
つ
な
ぐ

新
た
な
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
整
備
事

業
と
足
並
み
を
揃
え
て
事
業
進
捗
を
図
っ
て
い
る
。

問　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
市
の
取
組
を
問
う
。

答　
母
子
保
健
で
は
妊
娠
期
や
健
診
か
ら
の
支
援
が
多

く
、
ま
た
健
康
づ
く
り
で
は
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
検
診
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
に
特
化
し
た
取
組
は
実
施
し
て
い
な
い
。

要
望　
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は
、
若
い
男
女
が

将
来
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
て
日
々
の
生
活
や
健
康
と

向
き
合
う
こ
と
で
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
康
に
も

つ
な
が
る
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
監
修
の
「
プ
レ
コ
ン
ノ
ー
ト
」
は
、
性
の
多

様
性
、
生
物
学
的
な
男
女
の
体
の
機
能
の
違
い
、
妊
娠
・

出
産
の
リ
ス
ク
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
成
人
式
で
配
布
す
る
な
ど

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
若
者
の
結
婚
を
応
援
し
、
妊

娠
前
の
健
康
管
理
と
し
て
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

要
望　
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業

は
、
本
市
の
発
展
に
大

変
寄
与
す
る
事
業
で
あ

る
の
で
、
一
日
で
も
早

い
開
通
が
で
き
る
よ
う

事
業
推
進
を
要
望
す
る
。
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携

道
路
整
備

広域連携による事業効果の増大を

スマート IC 整備業務について

プレコンセプションケアで若者を応援
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問　
協
働
緑
地
の
設
置
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

答　
協
働
緑
地
は
、
公
共
施
設
の
利
用
団
体
等
が
整

備
管
理
委
員
会
を
設
立
し
、
植
樹
等
を
市
と
協
働
で
管

理
す
る
緑
地
で
、
や
ま
び
こ
ガ
ー
デ
ン
を
始
め
と
し
て

市
内
９
か
所
に
設
置
し
て
お
り
、
７
か
所
は
長
期
の
土

地
賃
貸
借
契
約
、
2
か
所
は
市
所
有
地
及
び
固
定
資
産

税
等
免
除
に
よ
る
使
用
貸
借
契
約
で
運
営
し
て
い
る
。

問　
運
営
の
現
状
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
問
う
。

答　
賃
貸
借
契
約
期
間
満
了
に
伴
い
、
令
和
７
年
中
に

３
か
所
を
閉
鎖
し
、
賃
貸
借
契
約
で
運
営
中
の
４
か
所

は
、
当
該
委
員
会
に
継
続
の
意
向
を
、
土
地
所
有
者
に

固
定
資
産
税
等
免
除
に
よ
る
使
用
貸
借
契
約
の
意
向
を

聴
取
し
、
残
る
２
か
所
は
引
き
続
き
継
続
予
定
で
あ
る
。

問　
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
補
聴
器
購
入
費
用

助
成
制
度
の
利
用
状
況
と
利
用
促
進
へ
の
課
題
を
問
う
。

答　
本
年
11
月
末
で
、
相
談
件
数
は
約
80
件
、
申
請
件

数
10
件
の
う
ち
７
件
の
助
成
を
決
定
し
た
。
助
成
時
に
必

要
と
な
る
補
聴
器
の
要
否
に
関
す
る
意
見
書
を
記
入
で
き

る
医
師
が
市
内
に
１
人
の
た
め
、
助
成
の
た
め
だ
け
に
当

該
医
師
へ
の
受
診
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

問　
課
題
の
解
決
に
向
け
た
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
。

要
望　
医
師
の
認
定
を
市
内
の
全
耳
鼻
科
や
近
隣
市
に

も
広
げ
る
と
と
も
に
、
限
度
額
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
を

求
め
る
。
難
聴
を
放
置
す
る
と
、
会
話
が
し
に
く
い
た
め

に
人
と
の
交
流
が
減
り
、
認
知
症
や
う
つ
病
の
リ
ス
ク
が

高
ま
る
ほ
か
、
活
動
量
の
減
少
で
筋
力
が
衰
え
、
要
介
護

状
態
に
な
り
や
す
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
補
聴
器
の
利
用

促
進
の
た
め
、
条
件
整
備
を
要
望
す
る
。

問　
新
規
設
置
は
可

能
か
。

答　
市
が
条
件
を
満

た
す
と
判
断
し
た
場
合

検
討
す
る
。

要
望　
今
後
と
も
、

市
主
体
で
の
取
組
を
要

望
す
る
。

問　
令
和
5
年
度
の
就
学
援
助
の
認
定
率
を
問
う
。

答　
小
学
校
は

10.4
％
、
中
学
校
は

12.9
％
で
あ
る
。

要
望　
八
尾
市
で
は
小
学
校

15.6
％
、
中
学
校

19.2
％
、

藤
井
寺
市
で
は

15.3
％
と

16.7
％
、
羽
曳
野
市
で
は

14.1
％
と

16.3
％
で
あ
る
。
柏
原
市
の
認
定
率
が
低
い
最
大
の
原
因
は
、

認
定
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

父
母
と
子
ど
も
１
人
の
３
人
世
帯
で
は
、
所
得
金
額
の
認

定
基
準
額
が
、
賃
貸
の
場
合
で
約

245
万
円
以
下
、
持
ち
家

の
場
合
で
は
賃
貸
の
場
合
よ
り
38
万
円
も
低
い
約

207
万
円

以
下
で
あ
る
。
就
学
援
助
の
財
源
は
、
全
額
が
市
の
持
ち

出
し
で
は
な
く
、
地
方
交
付
税
措
置
や
国
庫
補
助
も
し
っ

か
り
と
あ
る
。
基
準
の
見
直
し
を
求
め
る
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

答　
来
年
度
か
ら
、
全
児
童
生
徒
に
紙
の
申
請
書
を
配

付
す
る
と
と
も
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
検
討
中
で
あ
る
。

要
望　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

やまびこガーデン

江 
村
　
淳  

議
員

日
本
共
産
党

橋 

本  

満 

夫　
議
員

日
本
共
産
党

乾
　
　一　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

高
齢
者
福
祉

就
学
援
助

協
働
緑
地

就学援助の拡充とオンライン申請について

協働緑地の現況と今後の方向性について

補聴器購入の助成制度を使いやすいものに

市議会だより 2025.02５



問　
地
域
商
工
業
の
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
創
業
者
へ
の
新
規
出
店
促
進
事
業
者
補
助
金
を
は

じ
め
、
商
店
街
の
活
性
化
等
を
目
的
と
す
る
空
き
店
舗
見

学
ツ
ア
ー
の
実
施
、
創
業
予
定
者
と
空
き
店
舗
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
た
め
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
空
き
店
舗
情
報
を

掲
載
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

問　
中
小
企
業
の
人
材
不
足
に
対
す
る
取
組
を
問
う
。

答　
市
内
の
大
学
２
校
に
お
い
て
、
市
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ

の
促
進
を
目
的
と
す
る
企
業
交
流
会
を
開
催
し
た
。

問　
中
小
企
業
振
興
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
柏
原
市
協
働
企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
や
大
学
と
企

業
と
の
交
流
事
業
等
を
進
め
、
地
域
の
声
を
反
映
し
た
当

該
条
例
の
制
定
も
視
野
に
入
れ
、
取
組
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
中
小
企
業
者

の
元
気
こ
そ
が
、
ま
ち

の
活
性
化
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
で
あ
る
。
中
小
企

業
振
興
条
例
を
制
定
し
、

中
小
企
業
の
振
興
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
市
が
管
理
す
る
道
路
橋

129
橋
の
健
全
度
の
状
況
は
。

答　
「
健
全
」
が

112
橋
、「
予
防
保
全
段
階
」
が
16
橋
、

工
事
中
の
橋
梁
が
国
分
寺
大
橋
の
１
橋
で
あ
る
。

問　
市
内
に
は
府
八
尾
土
木
事
務
所
管
理
の
河
川
に
架

け
ら
れ
て
い
る
管
理
者
不
明
の
橋
が
存
在
す
る
が
、
今
後

の
管
理
に
つ
い
て
府
と
の
協
議
状
況
を
問
う
。

答　
府
か
ら
、
不
明
橋
を
本
市
の
管
理
橋
に
で
き
な
い

か
と
の
協
議
が
あ
り
、
本
市
は
前
後
の
私
道
を
市
道
と
す

る
こ
と
を
条
件
と
し
た
た
め
、
府
に
お
い
て
、
当
該
私
道

の
所
有
権
等
の
整
理
や
舗
装
等
を
行
い
、
認
定
道
路
の
要

件
を
満
た
し
た
上
で
本
市
に
寄
附
す
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

要
望
等　
本
市
の
管
理
橋
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
。

不
明
橋
は
構
造
や
強
度
も
不
明
で
点
検
未
実
施
の
可
能

問　
本
市
に
お
け
る
が
ん
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
５
大
が
ん
検
診
や
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

が
ん
患
者
が
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中
河
内
医
療
圏
が
ん
診

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
に
も
参
画
し
て
い
る
。

問　
若
年
層
に
多
い
白
血
病
は
、
骨
髄
移
植
の
適
合
率

の
関
係
か
ら
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

提
供
段
階
に
お
い
て
、
提
供
者
は
検
査
や
入
院
等
で
最
大

10
日
間
の
休
暇
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
間
の
給
料
等
の
補

償
が
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
近
隣
自
治
体
で
は
骨

髄
提
供
者
へ
の
助
成
を
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
助
成

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
問
う
。

答　
現
在
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
望　
骨
髄
提
供
者
の
仕
事
の
都
合
や
経
済
的
負
担
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
社
会
的
制
度
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。
早
期
導
入
を
検
討
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

性
が
高
く
、
多
額
の
補

修
費
や
維
持
管
理
費
が

発
生
す
る
懸
念
が
あ
る
。

方
針
を
変
え
、
市
民
負

担
軽
減
の
た
め
府
で
維

持
管
理
す
る
よ
う
交
渉

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。　

榊 
田  

和 

之  

議
員

大
阪
維
新
の
会

鶴 

田  

将 

良　
議
員

大
阪
維
新
の
会

奥 

山 

　
渉　
議
員

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

健
　
康

商
工
業
振
興

都
市
整
備

中小企業の元気で柏原市をもっと前へ！

市民負担ゼロへ、不明橋の解決策を！

骨髄ドナーの経済的負担の軽減を
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　性暴力救援センター・大阪ＳＡＣＨＩＣＯ（以下「ＳＡＣ
ＨＩＣＯ」という。）は、病院拠点型のワンストップ支援センター
として２０１０年度から１４年間、阪南中央病院内にて２４時
間体制のもと性暴力被害者の支援を行ってきた。
　受けてきた電話相談件数５２，１９８件、来所のべ件数
１４，６１０件、診療及び支援した実人数３，７２２人に上り、
大阪府下の性暴力被害者支援において中心的な役割を果たして
きた。
　このように必要不可欠な機関でありながら国や大阪府からの
補助金は、運営費のごく一部でしかなく、維持費の多くを阪南
中央病院が負担し、さらに不足分を寄付金等で補ってきた。医
師・看護師は通常の業務を行いつつＳＡＣＨＩＣＯでの診察に
当たってきたが、これらは善意の超過勤務で支えられてきた状
態である。医療現場での働き方改革もあり、一民間医療機関が
すべてを負担することは困難な事態となっている。ＳＡＣＨＩ
ＣＯは２０２５年３月末を目処に阪南中央病院から撤退せざる
を得ない状況にあり、ワンストップ支援センターが大阪府に存
在しない事態になる。
　また、これまでＳＡＣＨＩＣＯは、被害者の安心のために支

援員が常に寄り添ってサポートすることを大切にしてきたが、
現状では支援員と医療者によるサポート体制を確保し続けるこ
とも困難になっている。緊急避妊薬の投与、証拠物の採取、医
師による外傷の記録など、７２時間以内に診察を行うことは必
要不可欠な条件である。また、年齢、性別問わず被害者になり
得ることから、産婦人科だけでなく、精神科、小児科、外科、
整形外科、泌尿器科、麻酔科等の総合的に診療が可能な医療機
関であることが望ましいとされている。
　よって、本市議会は、以下の項目について早急に対処するよ
う強く要望する。
１. ２０２５年３月末以降も性暴力救援センター・大阪の体　 
　  制整備を図り、将来的にも持続可能なワンストップセン　    
　  ター機能を維持すること。
２. ワンストップセンターについて、フォローアップの取れる
      相談体制とし、複数の拠点を置き、官民問わず医療機関の 
      連携を密にし、性暴力被害者の速やかな救済を図ること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和６年１２月２０日
　				    　大 阪 府 柏 原 市 議 会

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣送付
先▶

厚生労働大臣、大阪府知事送付
先▶

　えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。えん
罪被害者の人権救済は、人権国家を標ぼうするわが国にとって
はもちろん、地域住民の人権を護る義務を有する地方自治体に
とっても重要な課題といえる。
　ところで、えん罪被害者を救済するための制度としては「再
審」がある。しかし、その手続を定めた法律（刑事訴訟法第四
編「再審」）には、再審請求手続の審理のあり方に関する規定
がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。この
ように、いわば「再審のルール」が存在しない状態となってい
るため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当する裁判
官によって区々となっており、再審請求手続の審理の適正さが
制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要で
ある。過去の多くのえん罪事件では、警察や検察庁といった捜
査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それが
えん罪被害者を救済するための大きな原動力となっている。し
たがって、えん罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元
にある証拠を利用できるよう、これを開示させる仕組みが必要
であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、
再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。
そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に
大きな差が生じているのが実情であって、このような格差を是
正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可
欠である。

　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申
立てを行う事例が相次いでおり、えん罪被害者の速やかな救済
が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直す
ことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は再審公判にお
いて行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証
をする機会が与えられている。したがって、再審開始決定がな
されたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、
再審開始決定という、いわば中間的な判断に対して検察官の不
服申立てを認めるべきではない。
　以上の２点以外にも、冒頭で指摘したように再審法の規定が
少なく、とりわけ、審理の在り方については、明文の規定が存
在せず、裁判所の広汎な裁量に委ねられていることから、証拠
開示以外の局面でも、時に「再審格差」と呼ばれるように、裁
判所の訴訟指揮に大きな差が生じるという問題がある。そこで、
再審請求手続における手続規定に関しても、速やかに整備する
必要がある。
　よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、以下の
点について再審法を速やかに改正すべきである。
１. 再審請求手続における証拠開示の制度化
２. 再審開始決定に対する検察官による不服申し立ての禁止
３. 再審請求手続における手続規定の整備
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和６年１２月２０日
　			   　　　　　大 阪 府 柏 原 市 議 会

性  暴力救援センター・大阪の存続
       と体制整備を求める意見書

再  審法改正を求める意見書

令和６年第４回定例会にて、意見書２件が全会一致で可決され、関係行政庁に送付しました。

意 見 書意 見 書  意 見 書 を提出しました。
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議
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報告第１９号
専決処分報告について

「令和６年専決第１２号　令和６年度柏原市一般会計補正予算（第５号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第２０号
専決処分報告について

「令和６年専決第１３号　令和６年度柏原市一般会計補正予算（第６号）」
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第５９号 公の施設（柏原市立サンヒルスポーツセンター）の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６０号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６２号 柏原市立男女共同参画センター条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６３号 柏原市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６４号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６５号
柏原市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防
サービス事業者に関する基準を定める条例等の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６６号 柏原市国民健康保険条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第６７号 柏原市下水道事業の設置等に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６８号 柏原市水道事業の統合に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第６９号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第７０号 令和６年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７１号 令和６年度柏原市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７２号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７３号
一般職の職員の給与に関する条例及び柏原市会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７４号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７５号 令和６年度柏原市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第７６号 令和６年度柏原市一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第６－２号
だれもが安心してくらせる柏原市にするために市民要求の早期実施を
もとめる請願

趣旨
採択

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第３号 柏原市議会会議規則の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第４号 柏原市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案第５号 議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案第２号 再審法改正を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案第３号 性暴力救援センター・大阪の存続と体制整備を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市議会だより 2025.02

※会議は午前１０時から始まります。※日程は変更する場合があります。
月　　日 会　議　名 内　　容

２月１３日（木） 本 会 議 議案説明
２月２７日（木） 本 会 議 代表質疑２月２８日（金）
３月　４日（火） 総務産業委員会 付託議案審査
３月　５日（水） 厚生文教委員会 付託議案審査
３月１０日（月） 本 会 議 委員長報告・採決

討
×○

討

議
長

◆映像配信
ウェブサイト（録画）
※本会議のみ

◆ YouTube
（ライブ中継・録画）

※本会議及び常任委員会

○
討 討

×

討
×

討
×

議
長

○
討

○
討

○
討 討

×

令和７年第１回定例会（予定）

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。（※議案第６７号については、議長も表決権を有します。）　
・討論を行った議員は「討」と表記しています。　・賛成は「○」、反対は「×」と表記しています。
・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。　

　令和６年１０月２日に議会活性化特別委員会を開催し、以
下のテーマについて協議しました。

「再審法改正を求める意見書」採択に関する
お願いについて
この陳情は、「議長預かり」となりました。

だれもが安心してくらせる柏原市にする
ために市民要求の早期実施をもとめる請願
この請願は、「趣旨採択」となりました。

議会活性化特別委員会 議会活性化特別委員会 の取組議会活性化特別委員会 

請願 ・陳情の取扱いについて

請願

陳情

広報・広聴費にかかる市議会報告の配布やアンケート等
を実施する場合の取扱いについて　

▶ ▶ 決定した内容 ◀ ◀
　議員 ( 会派 ) が、政務活動費を使用して広報・広聴活
動を実施する際、活動時期や内容によって「選挙の事前運
動」とみなされた裁判例があることから、「市
議会議員の一般選挙の投票日から６か月前
までに実施するもの」について、政務活動費
の使用を認めることを決定しました。

令和６年第４回定例会の議決結果


